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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
近年、欧米諸国より、尿道下裂・停留精巣の発生率の増加が報告されており、尿道の形成や精巣の下降は、アンドロゲン依存性におこるために、妊娠中の母親の器官形成期における内分泌撹乱物質曝露との関連が疑われています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
This slide shows summary of environmental and genetic factors for hypospadias. 

As a maternal genetic susceptibility factor, CYP1A1 was indicated and some fetal genetic factors were also listed, while many environmental factors were speculated.
Until now, hypospadias has been studied from either the environmental or the genetic side.
Further studies are necessary to examine gene –environment interaction .
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
症例対照研究の問題点をあげました。
先天異常登録制度がないため、病院の診療録から選びださなくてはならない時の選択バイアスが生じる可能性、
胎児期曝露について母親に妊娠中のことを聞く際に生じる思い出しバイアスが避けられないこと、
対照の協力が得られにくく、対照として協力していただける参加者の選択バイアスの可能性
調査票では化学物質の曝露量評価が困難であること、
化学物質を定量する生体試料を採取するのが困難であること、
等が研究の限界となっています。そこで、我々は、妊婦を対象にした前向きコホート研究を行い曝露評価の可能な調査を開始いたしました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
Recently, we started another large-scale prospective cohort study of “the Hokkaido studies on environment and children’s health.” This study is aimed at understanding the associations between maternal and fetal environmental factors and offspring’s adverse outcomes such as growth restriction, congenital malformations, allergies, impairments of development. 
Hokkaido is in the most northern part of Japan. The population of Hokkaido Island is about 5,700,000. This map indicates the locations of 40 gynecological hospitals that participated in this cohort project. 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
この図が、前向きコホート研究の概要です。
生活環境などに関する調査票とともに、器官形成期である妊娠初期の採血から、妊娠中の血液、臍帯血の保存を行い、尿道下裂・停留精巣などの先天異常児が出生した場合、妊娠初期の保存血清を用いて、リスク評価が可能となります。本研究では、器官形成期に採血を行っているので、代謝の早い内分泌攪乱物質、たとえば、動物実験で関連が疑われているフタル酸エステルなどのリスク評価も可能となる予定です。
現在は、本調査に参加されて出生した児が、解析するにはまだ少数ですので、まだ、関連は明らかにされておりませんが、本研究により、様々な交絡要因を考慮したうえで、器官形成期の化学物質濃度と、先天異常との直接的な関連のみならず、環境・生活習慣との関連、また、化学物質代謝酵素の遺伝子多型を解析することによって、化学物質感受性の個体差などを含めて、総合的な発生要因の評価を目指し、予防につなげたいと考えております。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
世界で初めて母体血中のPCDDs、 PCDFs の同族異性体分析およびdioxin-like PCBs濃度を測定し、またWHOが設定したTEFを用いてダイオキシン類（29種類）の毒性等価量（TEQ）の算出も行い、交絡要因を調整した上で、総PCDFs濃度、総PCDFs/TEQ濃度と出生体重との間に有意な負の関連を認めた。男児では総PCDDs濃度、総TEQレベルが高いほど出生時体重が低かった。女児ではその傾向は認められなかった。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
前向き出生コホート研究
(prospective follow-up study, prospective birth cohort study)

“環境と子どもの健康に関する北海道Study”
(The Hokkaido Study on Environment and Children’s Health)
　
写真は、札幌医科大学保健医療学部作業療法学科、講師　中島そのみ先生が6ヶ月児と18ヶ月児に発達検査を行っているところ。

内分泌かく乱化学物質等によるヒト次世代影響の解明と予防医学的リスク評価
特に、小児神経発達、行動異常、アレルギー疾患との関連
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
2010年3月完成予定の北海道大学共同利用施設棟（北区北12条西6丁目）に
ユニット・センターのスペースを確保する。
同棟に独立した情報管理室を設置し、情報管理者を任命する。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
申請大学（北海道大学）内に新規に「「環境と健康」研究開発教育推進センター(仮称)を設立
センターの設置理由、概要と組織図等を参照
環境省エコチル調査北海道ユニットセンターは、「プロジェクト研究推進部」の中で長期的に事業が実施できるように配慮
環境と人々の健康に関する諸課題解明と対策樹立は多くの場合、一研究科（院）の枠組みにとどまらず、専門家が学際的に研究協力を行うのが望ましいと考えられることを踏まえ、新規に学内共同教育研究施設として新しいセンターを設置する準備を進めている。本センターは「環境と健康」分野の研究プロジェクト推進と人材育成に資する目的であるが、環境省調査が国の事業として16年余の極めて長期間継続して実施し、各大学に対して確実に長期間安定して担うための組織と体制をつくるように求めていることに対応するものである。
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